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【概要】 

序章  本研究の目的と方法  

長らく専門教育に偏重した中国の高等教

育は、市場経済の発展に伴い広い視野を持つ

人材への要請が強まり、1995 年から「通識教

育（ General Education）」を強化する動きが

現れた。特に、「専門職」と見なされてきた

教師という国家の人材育成を担う職業に対

し、養成段階において専門教科の知識のみな

らず、幅広い分野にわたる視野や実践課題の

解決に役立つ能力を育むよう、教員養成カリ

キュラムに通識教育を取り入れることとな

った。しかし、通識教育をめぐる様々な変革

が行われたものの、教員の素質向上に直結す

るようなレベルには至らず、ただ形式的なも

のに過ぎないといった通識教育の「形式主義

（形骸化）」を批判する議論が出された（賈

2005）。  

中国においては、アメリカの一般教育モデ

ルを参考に、北京大学を始め、多くの大学が

カリキュラム改革を行い、自然科学、社会科

学、哲学と心理、歴史、言語学、芸術などの

分野を「通識選択科目」として開設し、通識

教育の推進を促した。李（ 1999）は、通識教

育を、高等教育の一部分であり、すべての大

学 生 に 受 け さ せ る べ き 非 専 門 的

（ non-professional ） か つ 非 功 利 的

（ non-utilitarian）な教育のことであると

定義した。すなわち、通識教育は専門教育

（ Special Education）の対概念であり、組

織の利益のためではなく、あくまでも個人の

成長を促すものなのだと捉える。  

一方、専門教育への偏重からの離脱並びに

人間の総合的な涵養を目的として教職課程

に導入された通識教育の現状には多くの課

題が浮上してきた。袁（2013）は東北師範大

学の在学生を調査対象に、「通識教育」に対

する認識調査やカリキュラム設置の研究を

行い、教員養成における「通識教育」が「形

骸化」されているという現状を指摘したが、

なぜこのような状況が生じたかの要因につ

いては突き止めていない。また、先行研究の

なかでも、「教師」という「高度な専門知識

が求められるが、専門職ではない」職業とし

ての観点を入れた龔（ 2020）の研究は、現在

中国の教員養成においては通識教育が必要

であるとし、教員養成における通識教育を推

進するため、大学を主体とするカリキュラム

改革を要請した。しかし、教育政策の方向性
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を主導する中央政府への要請や、政府と大学

との関連性については言及していなかった。 

そもそも、教員養成において「専門教育分

野の狭さを補い、幅広い分野の教養と実践力

の伝達」という通識教育の本来の理念が、な

ぜ実践的な効果につながらず、「形骸化」し

ているとの批判が生じているのか。その原因

は、「思想政治教育」が中心となっていた通

識教育が、学生個人のためではなく、むしろ

国家の人材育成を担う教師に「過度」な愛国

主義や愛党主義を植えつけようと、「通識教

育」に埋め込ませた政治的イデオロギーの注

入措置として扱っているからではないだろ

うか。  

以上の先行研究を踏まえ、本研究は以下の

2 点をリサーチクスションとして設定した。

①教員養成における通識教育が「形骸化」さ

れた要因は何か、②教員養成における通識教

育と専門教育の関連性及び課題は何か、の 2

点である。また、本研究は、中国の高等教育

における通識教育に関する教育政策の形成

経緯と教育政策を見直し、教員養成における

通識教育の「形骸化」という課題が生じる要

因の検討を目的とし、政府の教育政策と大学

のカリキュラム双方の観点から明らかにし

ようとする試みである。 

研究方法について、本研究は文献分析と事

例分析を用いた。文献分析においては、まず、

現代中国における教員養成の現状や動向に

関する文献を検討し、今日的な「教員像」及

びそれに基づいた教職カリキュラムの実態

を明らかにした。次に、教育部が出している

政策・法令・文書を用いて、教員養成におけ

る通識教育の課題やこれまで指摘された課

題が生じた要因を探った。事例分析において

は、教員養成カリキュラムにおける通識教育

課程に関する諸課題について半構造化イン

タビュー調査を行った。インタビューの分析

枠組みとして、①教員養成カリキュラムの設

置過程、②通識教育と専門教育の関係性、と

いう２つの観点のもとで考察を行った。  

 

第一章  現代中国における教員養成の実態  

第一章では、現代中国における教員養成の

実態を解明するため、教員養成の制度変容及

び動向、「教師像」の内実、教員養成の学士

カリキュラムの実施状況の３つの側面を考

察した。  

今日中国における教員養成の目標及び課

題を析出するため、国家教育政策（マクロな

面）と師範大学の教員養成目標（ミクロな面）

という２つの観点から、「教師像」に関する

内実を明らかにし、教員が求められてきた素

質及び「教師」という職業の位置づけを考察

した。その結果、国家の教育政策には、①教

育方法について、単一的知識を一方的に学生

に教え込むのではなく、学生一人一人の個性

を見出し、自主的に学習させるような柔軟性

の高い教授方式が求められる、②習得内容に

ついて、専攻分野の教科知識はもちろん、異

なる分野の知識も持つ「双師型」教員が望ま

れる、③理想像について、高い道徳素養、正

しい価値観を持ち、急変する時代の需要に相

応しい国家の発展のための人材育成を担う

教員、の３つの方向性が見られた。さらに、

中国においては「教える専門家としての教

師」という認識は広く浸透していても、その

実態は専門家から程遠いところに位置して

いる。医師や弁護士と比べて、教師の職業道

徳規範において、「国家と人民を愛し、中国

共産党と社会主義を擁護する」のように、政

治指向性を含む用語が明確に掲載されてい

る。故に、中国においての「教師」は「国家

の奉仕者」という立場に置かれていると考え

られる。  

それに対し、64 校の師範大学の教員養成目

標を対象に、「求める将来の教師像」の記述

を収集し、キーワードを抽出し分析した結果、

師範大学における教員養成の目的には国や

地方経済への還元が期待されていると同時

に、それを達成するために、知識素養、道徳

意識、マネジメント力等多種多様な「教養」

が求められる傾向が見て取れた。  

中国において、市場経済体制への転換及び

高等教育大衆化への突入により、教員の量的

拡大が進む一方、教員の質が下がったという

社会課題が生じていた。専門教科教育を中心

とした教員養成カリキュラムが続いた結果、
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中国においては「教える専門家としての教

師」という認識は広く浸透していても、その

実態は専門家から程遠いところに位置して

いる。医師や弁護士と比べて、教師の職業道

徳規範において、「国家と人民を愛し、中国

共産党と社会主義を擁護する」のように、政

治指向性を含む用語が明確に掲載されてい

る。故に、中国においての「教師」は「国家

の奉仕者」という立場に置かれていると考え

られる。  

それに対し、64 校の師範大学の教員養成目

標を対象に、「求める将来の教師像」の記述

を収集し、キーワードを抽出し分析した結果、

師範大学における教員養成の目的には国や

地方経済への還元が期待されていると同時

に、それを達成するために、知識素養、道徳

意識、マネジメント力等多種多様な「教養」

が求められる傾向が見て取れた。  

中国において、市場経済体制への転換及び

高等教育大衆化への突入により、教員の量的

拡大が進む一方、教員の質が下がったという

社会課題が生じていた。専門教科教育を中心

とした教員養成カリキュラムが続いた結果、

学生が単一「教科」に関する知識の習得に専

念し、「教師」という職業としての全面的な

素質が欠如していたというような批判が高

まった。中央政府として、学生に人文社会的

素養、科学的素養、道徳的品格などの能力を

身につけさせ、高等教育でこれらの能力の育

成を担うものとして「文化素質教育」と名付

け、通識教育の「選択科目」として学士課程

に加入させるという動きが現れた。 

 

第二章  教員の質的保障としての「通識教

育」  

第二章では、教科専門教育との葛藤の中で

注目された「通識教育」の教員養成課程にお

ける位置付けを整理し、教員養成における

「通識教育」の形成経緯や関連政策に遡り、

第一章の教員養成カリキュラムの実施状況

と合わせて、課題及び課題を生じさせた要因

についての考察を行った。  

まず、中国の高等教育における通識教育の

在り方の全体像に関する研究を検討してき

た廖（2015）の先行研究に基づき、通識教育

のモデルを、「書院型」、「全校共通履修型」、

「実験クラス型」、「コア・カリキュラム型」、

の４種類に再分類した。2020 年時点で、高等

教育段階では、教員養成系に分類されている

大学が 126 校であり、そのうち、122 校が「全

校共通履修型」の方式で通識教育を実施して

いる。  

次に、教員養成における通識教育の形成経

緯と関連政策の再整理を行った。通識教育が

教員養成においての形成経緯と教育政策の

変遷に基づき、その特徴を、①教員養成課程

における通識教育課程には、強い政治性が含

まれている、②政府が掲げている「文化素質

教育」が大学では「通識教育」として展開さ

れている、③通識教育には「理論志向」が強

いため、教員養成において、専門教育との関

連性が弱い、の 3 点にまとめた。  

最後に、これらの特徴から派生した課題を、

①「思想政治教育」を中心とした「通識教育」

の性質に対する懸念、②教員養成における通

識教育の「形骸化」、③通識教育と専門教育

の葛藤、の 3 点に整理した。今日においても、

中国の通識教育観には、「完全な人の育成」

という趣旨の自由主義教育の意志が表され

ており、幅広い分野の知識や技能と多様な視

野を含む「人格形成」の側面が強い。個人の

人格形成のためとはいえ、個人と社会の関係

が切り離せない現代社会においては、「人格

形成」は必ず社会と結びついており、通識教

育を通して「人格形成」を達成する過程にお

いて社会の利益に貢献している（葉 1995）。

しかし、中国の教員養成の場合、カリキュラ

ムの設置状況から見れば、「社会」という概

念が「国家」に取って代わられているように

受け取れる。つまり、教員養成において、「通

識教育」という「人格形成」の名の下で、毛

沢東思想原理や習近平思想理論など「共産主

義的イデオロギー」を中心とした思想政治教

育を注入し、学生に多様な視野あるいは価値

観に接触させるのではなく、逆に「共産主義」

という狭い枠に閉じ込め、子どもの価値観形

成に影響を与える「教師」を国家の「道具」

にさせようとするのではないだろうかと考

えられる。  

 

第三章  教員養成における「通識教育」の分

析と考察  

第三章では、第二章で析出した 3 点の課題

を、さらに実践上の観点から検証するため、

現在の中国の師範大学における通識教育の

現状及び代表となる A 師範大学の教員養成カ

リキュラムを分析し、教育学部でカリキュラ

ム管理の業務に携わる行政責任者の W 氏を対

象に半構造化インタビュー調査を行った。  

A 師範大学を選定する理由として、①ハー

ド面（教育設備・財政・所在地）で優れてお

り、比較的に余裕があるため、積極的にカリ

キュラム革新を行う条件が揃っている、②ソ

フト面（管理職と教員の力量・学術環境・研

修・待遇）でも、数多くの「コア・カリキュ

ラム」科目を出しているなどの実績をあげて

いる、以上の 2 点から先進的な A 師範大学の

通識教育課程にさえ存在する課題は、代表性

と普遍性を持つと考えられる。  

設問項目については、大別して「教員養成

における通識教育に対する認識及び目的」、
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「教員養成における通識教育の設置及び実

施プロセス」、「教員養成における通識教育課

程に対する評価」、「教員養成における通識教

育についての課題及び対策」、の４つを設定

した。  

結果として、３つのことを明らかにした。

１つ目は、教員養成における通識教育の中心

は思想政治教育となっており、今後更に拡大

していく傾向がある。２つ目は、教員養成に

おける通識教育課程の設置に、実質的な権利

を持つのが政府である。３つ目は、地域に根

付いた大学の役割として、地域の経済発展や

教育水準の向上に貢献するため、教員養成に

対し「実践的な能力」が求められ、カリキュ

ラム改革の必要がある。 

以上の結果を踏まえ、本研究の知見として、

教員養成における通識教育の実施にあたっ

て、政府の関与（思想政治教育の強化）が強

いことと、通識教育を含めた教員養成カリキ

ュラム改革（論理志向から実践志向へ）の必

要性が明らかになった。  

 

終章 本研究の成果及び今後の課題 

本研究は、政府の教育政策と大学のカリキ

ュラム双方の観点から、中国の教員養成にお

ける通識教育が進まないという課題の要因

を検討した。  

加えて、「教師」の社会的身分という視点

から教員養成の実態及び「教師像」の内実に

関する考察を行った。政府の観点として、「専

門職としての教師」を期待しているが、現実

には中国の教員が「国家の奉仕者」という位

置づけにされていることを明らかにした。ま

た、大学の観点として、地域経済へ還元する

ための人材育成が期待され、教員養成の目的

においては「実践的専門家」の側面が強調さ

れた。こういった葛藤をめぐって、教員養成

のカリキュラム改革が進んでいる状況の中、

「通識教育」をめぐる議論が盛んであり、改

めて中国の教員養成における通識教育の形

成経緯及び教育政策の変遷に関する考察を

通じて、政府の通識教育課程設置への関与が

強いこと、通識教育の概念の曖昧さ、理論志

向の強さという３つの特徴を解明した。さら

に、実践上の観点を加え、「総合的素質を持

つ応用型」教員を育成するという総合的な能

力を重視する理念に対し、教員養成において

は、現在の思想政治教育を中心とした「理論

型」通識教育が専門教育の狭さを補うことが

できず、結局「形骸化」された「国家のため

の教育」になりつつあるという考察結果が得

られた。  

教員養成において、社会的価値と学問の

「統合」を実現するには、通識教育という「カ

ギ」がどのように働けば良いのか考えざるを

えない課題である。今後、教員養成における

通識教育の課題解決や在り方を検討する上

で、多元的な視点を取り入れることが必要で

あると考える。本研究は「通識教育」の本質

とは何か、中央政府や師範大学が教師にとっ

ての教養をどのように捉えているのかを検

討した。ただし、単一ケースの事例検証とい

う研究上の限界があったことから、今後はさ

らにケースを増やし、検証していく必要があ

る。  
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